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共用品市場規模調査報告と 25 年の軌跡
日本能率協会総合研究所　 凌

しのぎ

竜
た つ や

也

25
年
を
迎
え
た
市
場
規
模
調
査

共
用
品（
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
デ
ザ

イ
ン
製
品
）
の
出
荷
額
ベ
ー
ス
の

市
場
動
向
を
把
握
す
る
た
め
に
、

１
９
９
６
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
市
場

規
模
調
査
は
今
年
で
25
年
を
迎
え

た
。
本
調
査
の
最
新
結
果
と
、
こ
れ

ま
で
の
軌
跡
を
振
り
返
る
。

最
新
の
調
査
結
果

【
２
年
連
続
３
兆
円
超
も
横
ば
い
】

調
査
対
象
と
し
た
各
品
目
の
合
計

値
に
み
る
２
０
１
９
年
度
の
共
用
品

市
場
規
模
金
額
は
３
兆
６
３
８
億
円

と
推
計
さ
れ
、
前
年
比
で
０
・
７
％

（
２
１
０
億
円
）増
と
な
り
、
前
回
に

引
き
続
き
３
兆
円
は
超
え
、
ほ
ぼ
横

ば
い
と
な
っ
た（
図
表
参
照
）。

【
今
回
調
査
の
ポ
イ
ン
ト
】

全
体
の
約
７
割
を
占
め
る
上
位
４

品
目
の
動
向
に
着
目
す
る
と
「
家
庭

電
化
機
器（
１
兆
５
９
８
億
円
：
△

０
・
２
％
、
16
億
円
減
）」
は
10
月
の

消
費
税
導
入
前
後
の
駆
込
需
要
と
そ

の
反
動
の
双
方
の
影
響
が
あ
る
中
、

全
体
で
は
ほ
ぼ
横
ば
い（
微
減
）
で

推
移
し
た
。

「
ビ
ー
ル
・
酒（
５
０
２
７
億
円
：

＋
０
・
９
％
、
43
億
円
増
）」
は
、
前

年
度
比
で
は
微
増
な
が
ら
、
は
じ
め

て
５
０
０
０
億
円
に
達
し
た
。
主
力

の
ビ
ー
ル
系
飲
料
は
、
ビ
ー
ル
、
発

砲
酒
の
減
少
傾
向
は
継
続
し
、
全
体

で
は
減
少
し
た
が
、
ビ
ー
ル
系
以
外

の
飲
料
は
出
荷
額
増
の
傾
向
が
継
続

し
、
上
記
の
結
果
と
な
っ
た
。

初
め
て
３
番
目
と
な
っ
た
「
住
宅

設
備（
２
９
１
８
億
円
：
＋
４
・
１
％
、

１
１
４
億
円
増
）」
は
、
新
規
住
宅
着

工
件
数
が
減
少
す
る
中
、
消
費
税
増

税
の
影
響
も
受
け
た
が
、
上
期
に
お

け
る
増
税
前
の
駆
込
需
要
が
、
下
期

に
起
き
た
反
動
の
影
響
を
上
回
り
、

出
荷
額
が
増
え
た
。

「
映
像
機
器（
２
８
４
０
億
円
：
△

０
・
２
％
、
５
億
円
減
）」
は
、
主
力

の
薄
型
テ
レ
ビ
で
、
増
税
前
の
駆

込
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
見
込
等
で
需
要

が
伸
び
た
も
の
の
、
年
度
終
盤
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の

影
響
も
あ
り
、
出
荷
額
が
伸
び
ず
に

横
ば
い（
微
減
）と
な
っ
た
。

市
場
規
模
調
査
の
25
年

時
代
を
反
映
し
な
が
ら
歩
ん
で
き

た
調
査
の
25
年
を
振
り
返
り
な
が
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共用品市場規模調査報告と 25 年の軌跡
ら
、
そ
の
意
義
と
今
後
求
め
ら
れ
る

役
割
に
つ
い
て
改
め
て
展
望
す
る
。

【
概
念
・
範
囲
の
整
理
の
議
論
】

本
調
査
は
１
９
９
６
年
、
通
商
産

業
省（
現
・
経
済
産
業
省
）の
調
査
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
た
。
有
識
者
に
よ
る
委
員

会
を
組
織
し
、
行
政
関
係
者
を
交
え

て
共
用
品
の
概
念
・
範
囲
の
整
理
、

市
場
規
模
調
査
の
意
義
・
目
的
、
さ

ら
に
具
体
的
な
品
目
等
に
つ
い
て
時

間
を
か
け
て
議
論
し
、
現
在
の
調
査

体
系
と
品
目
の
原
型
が
形
作
ら
れ
た
。

【
調
査
開
始
～
２
０
１
０
年
代
／
順

調
に
伸
び
る
出
荷
額
】

調
査
開
始
後
、
対
象
品
目
を
少
し

ず
つ
増
や
し
つ
つ
順
調
に
出
荷
額
は

伸
び
、
２
０
１
０
年
に
は
３
・
６
兆

円
に
上
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
少
な

く
と
も
３
つ
の
要
因
が
存
在
す
る
。

①
安
全
性
・
利
便
性
へ
の
市
場
の
要

求
へ
の
対
応（
例
：
ガ
ス
器
具
の
立

ち
消
え
安
全
装
置
の
普
及
）、
②
法

制
度
の
整
備（
例
：
ハ
ー
ト
ビ
ル
法
、

交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
等
が
後
押

し
し
た
エ
レ
ベ
ー
タ
、
低
床
バ
ス
、

ホ
ー
ム
ド
ア
等
の
普
及
）、
③
業
界

団
体
の
取
組
と
標
準
化
の
推
進（
例
：

日
本
玩
具
協
会
の
共
遊
玩
具
、
家
電

製
品
協
会
の
Ｕ
Ｄ
配
慮
基
準
を
満
た

し
た
各
種
家
電
製
品
、
包
装
容
器
を

は
じ
め
各
分
野
で
進
展
し
た
高
齢

者
・
障
害
者
配
慮
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ
化
等
）。

そ
し
て
こ
の
時
期
に
最
も
出
荷
額
を

伸
ば
し
た
の
は
映
像
機
器
で
あ
り
、

２
０
１
０
年
に
は
全
体
出
荷
額
の
１

／
３
を
占
め
る
１
・
２
兆
円
規
模
と

な
っ
た
。

【
２
０
１
１
～
12
年
／
大
幅
な
減
少

を
経
験
】

し
か
し
翌
２
０
１
１
年
、
市
場

規
模
は
大
幅
に
減
少
す
る
。
急
速

に
伸
び
た
映
像
機
器
の
需
要
が
、

東
日
本
大
震
災
に
加
え
、
オ
ン
デ

マ
ン
ド
視
聴
の
普
及
に
よ
る
テ
レ

ビ
離
れ
、
地
デ
ジ
化
に
伴
う
エ
コ

ポ
イ
ン
ト
の
終
了
等
も
重
な
り
、

一
気
に
減
速
し
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
年
、
全
体
金
額
は

調
査
開
始
以
来
初
の

減
少（
△
11
・
１
％
）、

翌
年
も
こ
の
傾
向
は

続
き（
△
12
・
２
％
）、

市
場
規
模
は
３
兆
円

を
再
び
割
り
込
ん
だ
。

【
２
０
１
３
～
２
０
１
９
年
／
遅
い

歩
み
な
が
ら
３
兆
円
を
回
復
】

２
０
１
３
年
以
降
、
映
像
機
器
は

元
の
水
準
に
戻
っ
て
は
い
な
い
が
、

他
の
品
目
は
概
ね
堅
調
に
推
移
し
、

２
０
１
８
年
に
は
再
び
３
兆
円
の
水

準
に
戻
り
、
そ
の
後
も
わ
ず
か
な
が

ら
伸
び
て
き
て
い
る
。

２
０
２
０
年
代
／
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル

時
代
の
共
用
品
市
場
規
模
調
査

緊
急
事
態
宣
言
を
繰
り
返
し
た

２
０
２
０
年
度
市
場
規
模
は
大
き

な
下
落
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
よ

う
に
本
調
査
は
、
定
点
観
測
を
続
け

る
こ
と
で
、
時
代
背
景
を
反
映
し
て

き
た
。
し
か
し
今
後
、
こ
れ
ま
で
同

様
の
形
式
で
は
「
旧
時
代
の
終
焉
」

を
反
映
す
る
こ
と
は
で
き
て
も
、

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
と
言
わ
れ
る
「
新

時
代
の
到
来
」
を
示
す
こ
と
は
難
し

い
。
一
方
で
共
用
品
は
、
い
わ
ば「
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
を
モ
ノ
で
体
現
す

る
存
在
」
と
も
い
え
、
新
た
な
社
会

の
中
心
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
本
調

査
は
こ
れ
ま
で
、
共
用
品
の
普
及
を

目
指
し
て
出
荷
額
に
よ
る「
広
が
り
」

を
社
会
に
示
し
て
き
た
が
、
た
と
え

ば
各
品
目
の
機
能
や
開
発
思
想
に
着

目
し
、
こ
れ
か
ら
の
も
の
づ
く
り
の

要
件
に
迫
る
等
「
深
さ
」
に
注
目
す

る
こ
と
も
考
え
た
い
。
こ
れ
に
よ
っ

て
新
時
代
の
共
用
品
が
再
定
義
さ

れ
、
今
後
の
市
場
規
模
調
査
の
あ
り

方
の
ヒ
ン
ト
を
得
ら
れ
る
か
も
し
れ

な
い
。
そ
ろ
そ
ろ
共
用
品
の
定
義
と

調
査
の
意
義
を
検
討
し
た
１
９
９
６

年
の
時
点
に
戻
り
、
新
た
な
検
討
を

始
め
る
時
期
を
迎
え
て
い
る
。

（一財）家電製品協会の UD 配慮家電製品情報
https://www.aeha.or.jp/ud/

工夫がされている
操作ボタンやエレベータ
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令
和
２
年
度
事
業
報
告

～
コ
ロ
ナ
禍
を
新
た
な
視
点
で
捉
え
る
～

共
用
品
推
進
機
構
は
、
共
用
品
・
共

用
サ
ー
ビ
ス
の
調
査
研
究
を
行
う
と
と

も
に
、
共
用
品
・
共
用
サ
ー
ビ
ス
の
標

準
化
の
推
進
及
び
、共
用
品
・
共
用
サ
ー

ビ
ス
の
普
及
啓
発
を
図
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
製
品
及
び
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性

を
向
上
さ
せ
、
高
齢
者
・
障
害
の
あ
る

人
々
を
含
め
た
全
て
の
人
た
ち
が
暮
ら

し
や
す
い
社
会
基
盤
づ
く
り
の
支
援
を

行
う
こ
と
を
事
業
の
目
的
と
し
て
い
ま

す
。目

的
に
従
っ
て
令
和
２
年
度
に
行
っ

た
主
な
事
業
は
、
以
下
の
通
り
で
す
。

１
．
調
査
研
究

（
１
）
ニ
ー
ズ
把
握
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・

検
証

①
障
害
児
・
者
／
高
齢
者
等
の
日
常
生

活
環
境
に
お
け
る
不
便
さ
等
の
実
態
把

握（
調
査
方
法
）の
構
築
検
証
・
実
施

「
地
域
に
お
け
る
良
か
っ
た
こ
と
調

査
」
を
、
全
国
に
広
げ
る
準
備
と
し

て
、
平
成
30
年
度
か
ら
令
和
元
年
度
ま

で
行
っ
た
「
地
域
に
お
け
る
良
か
っ
た

こ
と
調
査
」（
杉
並
区
・
練
馬
区
・
千

代
田
区
）
を
参
考
に
、
東
京
以
外
の
地

域
（
沖
縄
県
、岡
山
市
）
に
お
い
て
「
良

か
っ
た
こ
と
調
査
」
を
実
施
し
た
。

②
共
創
シ
ス
テ
ム
及
び
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

調
査
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・
検
証

こ
れ
ま
で
に
行
っ
て
き
た
共
用
品
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
基
に
、
障
害
当
事

者
団
体
・
高
齢
者
団
体
等
と
連
携
し
、

関
係
業
界
、
関
係
機
関
（
業
界
団
体
、

企
業
、
公
的
機
関
等
）
が
共
用
品
・
共

用
サ
ー
ビ
ス
・
共
用
シ
ス
テ
ム
に
関
す

る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
簡
易
に
実
施

す
る
た
め
の
支
援
シ
ス
テ
ム
を
試
行

し
、
更
に
こ
の
支
援
シ
ス
テ
ム
を
恒
常

化
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
の
分
析
を

行
い
、
合
理
的
且
つ
有
効
な
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
の
実
施
方
法
を
検
証
し
た
。

（
２
）
共
用
品
市
場
調
査
の
実
施

令
和
元
年
度
に
ま
で
に
実
施
し
て
き

た
共
用
品
市
場
規
模
調
査
及
び
手
法

に
関
し
て
の
分
析
を
引
き
続
き
行
い
、

調
査
対
象
の
範
囲
並
び
に
、
今
後
共
用

品
を
普
及
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
の

課
題
抽
出
を
行
い
な
が
ら
共
用
品
市
場

規
模
調
査
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
共
用

サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
市
場
規
模
の
調
査

の
可
能
性
を
検
討
し
た
。

２
．
標
準
化
の
推
進

（
１
）
規
格
作
成

①
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
デ
ザ
イ
ン（
高
齢
者
・

障
害
者
配
慮
設
計
指
針
）
国
際
規
格
の

作
成
及
び
調
査
・
研
究

こ
れ
ま
で
に
行
っ
て
き
た
Ｉ
Ｓ
Ｏ

（
国
際
標
準
化
機
構
）
／
Ｔ
Ｃ
１
７
３

（
感
覚
機
能
に
障
害
の
あ
る
人
が
使
用

す
る
福
祉
機
器
）
及
び
Ｔ
Ｃ
１
５
９

（
人
間
工
学
）
に
、
新
規
規
格
作
成
の

調
整
と
共
に
提
案
を
行
っ
た
。
そ
の
結

果
、
Ｔ
Ｃ
１
７
３
／
Ｓ
Ｃ
７
に
提
案
し

た
ニ
ー
ズ
調
査
に
関
す
る
案
件
が
承
認

さ
れ
た
。

Ⅰ
．
Ａ
Ｄ
使
用
性
評
価
、
Ⅱ
．
視
覚

障
害
者
用
取
説
、
Ⅲ
．
共
通
設
計
指
針

等
に
関
し
て
Ｔ
Ｃ
１
７
３
／
Ｓ
Ｃ
７
の

メ
ン
バ
ー
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

強
化
し
、
提
案
説
明
を
行
っ
た
。

②
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
デ
ザ
イ
ン（
高
齢
者
・

障
害
者
配
慮
設
計
指
針
）
Ｊ
Ｉ
Ｓ
原
案

作
成
及
び
調
査
・
研
究

ア
ク
セ
シ
ブ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
共
通
基

盤
規
格
、
デ
ザ
イ
ン
要
素
規
格
の
Ｊ
Ｉ

Ｓ
原
案
作
成
に
お
け
る
全
体
像
の
検
証

及
び
整
理
を
行
っ
た
。
ま
た
、
日
常
生

活
に
お
け
る
不
便
さ
・
便
利
さ
調
査
の

標
準
化
に
向
け
た
作
業
を
行
っ
た
。

③
共
用
サ
ー
ビ
ス
（
ア
ク
セ
シ
ブ
ル

サ
ー
ビ
ス
）
の
国
内
標
準
化
に
向
け
た

調
査
・
研
究

令
和
元
年
７
月
に
日
本
工
業
標
準
化

法
が
改
正
さ
れ
日
本
産
業
標
準
化
法
と

な
り
、
日
本
工
業
規
格
は
日
本
産
業
規

格
に
名
称
が
変
更
さ
れ
た
。
法
律
の
改

正
に
伴
い
、
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
標
準

化
が
可
能
と
な
っ
た
た
め
、
共
用
サ
ー

ビ
ス
（
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
サ
ー
ビ
ス
）
に

関
す
る
規
格
作
成
に
向
け
て
、
職
場
、

店
舗
、
消
費
者
窓
口
、
医
療
、
公
共
施

設
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
共
用
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
既
存
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
及
び
各

種
ニ
ー
ズ
調
査
等
を
整
理
分
析
し
、
開

発
す
べ
き
共
用
サ
ー
ビ
ス
の
共
通
並
び

に
個
別
規
格
の
体
系
図
を
作
成
し
、
ア
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ク
セ
シ
ブ
ル
サ
ー
ビ
ス
（
共
用
サ
ー
ビ

ス
）
規
格
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
）
の
作
成
作
業
を

行
っ
た
。

（
２
）
関
連
機
関
実
施
の
高
齢
者
・
障

害
者
配
慮
設
計
指
針
規
格
作
成
及
び
調

査
研
究
に
関
す
る
協
力

ア
ク
セ
シ
ブ
ル
デ
ザ
イ
ン（
高
齢
者
・

障
害
者
配
慮
設
計
指
針
）
に
関
係
す
る

調
査
・
研
究
並
び
に
規
格
作
成
を
行
っ

て
い
る
機
関
と
連
携
し
、
ア
ク
セ
シ
ブ

ル
デ
ザ
イ
ン
標
準
化
（
住
宅
設
備
機
器

等
）
へ
の
協
力
を
行
っ
た
。

３
．
普
及
及
び
啓
発

（
１
）
共
用
品
普
及
の
た
め
の
共
用
品

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
・
維
持
・
発
展

令
和
元
年
度
ま
で
に
行
っ
て
き
た
障

害
の
あ
る
人
や
多
く
の
消
費
者
が
使
い

や
す
く
検
索
し
や
す
い
共
用
品
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
検
討
結
果
を
基
に
、
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
を
構
築
し
、
試
行
の
準
備
を

行
っ
た
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
の
際
に

は
、
令
和
元
年
度
ま
で
に
作
成
し
た
高

齢
者
・
障
害
者
配
慮
設
計
指
針
の
日
本

工
業
規
格
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
）、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｉ

Ｅ
Ｃ
ガ
イ
ド
71
、関
係
業
界
の
高
齢
者
・

障
害
者
配
慮
基
準
等
、
関
係
機
関
と
協

議
し
作
成
し
た
共
用
品
（
＝
ア
ク
セ
シ

ブ
ル
デ
ザ
イ
ン
）
共
通
基
準
（
素
案
）

を
基
に
作
成
し
た
共
用
品
の
使
用
性
評

価
制
度
を
基
に
検
証
し
た
。

（
２
）
共
用
品
・
共
用
サ
ー
ビ
ス
展
示

会
の
実
施

対
面
に
お
け
る
共
用
品
の
展
示
に
関

し
て
は
、
展
示
会
を
実
施
し
よ
り
多
く

の
人
た
ち
に
共
用
品
及
び
共
用
品
の
考

え
方
の
普
及
を
継
続
し
て
行
う
予
定
で

準
備
を
進
め
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

展
示
会
・
イ
ベ
ン
ト
は
中
止
と
な
っ
た
。

そ
の
代
替
と
し
て
、
国
際
福
祉
機
器
展

が
運
営
す
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
で
「
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
な
製

品
」
の
タ
イ
ト
ル
の
も
と
８
ア
イ
テ
ム

を
紹
介
し
た
。

（
３
）
共
用
品
・
共
用
サ
ー
ビ
ス
に
関

す
る
講
座
等
の
実
施
・
検
証

令
和
元
年
度
ま
で
に
実
施
し
て
き
た

共
用
品
・
共
用
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
講

座
に
関
し
て
①
対
象
（
企
業
、
業
界
団

体
、
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
デ
ザ
イ
ン
推
進
協

議
会
＝
Ａ
Ｄ
Ｃ
）、
一
般
市
民
、
就
学

前
の
子
供
～
大
学
院
生
等
ご
と
に
、
②

伝
え
る
事
項
（
コ
ン
テ
ン
ツ
）、
視
覚

的
ツ
ー
ル
（
共
用
品
の
サ
ン
プ
ル
、
Ｐ

Ｐ
Ｔ
、
ビ
デ
オ
等
）、
配
布
資
料
等
を

用
意
し
、
講
座
を
実
施
し
た
。
更
に

は
、
よ
り
多
く
の
機
関
で
、
共
用
品
講

座
を
行
え
る
よ
う
な
仕
組
み
を
構
築
し

継
続
し
て
検
証
し
た
。
ま
た
、
平
成
29

年
１
月
１
日
に
発
足
し
た
共
用
品
研
究

所
と
、
共
用
品
に
関
す
る
研
究
の
情
報

共
有
を
図
り
「
共
用
品
講
座
（
全
３
回
）

を
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
実
施
し
た
。

（
４
）
施
設
に
お
け
る
共
用
サ
ー
ビ
ス
・

共
用
品
の
普
及
・
啓
発

令
和
元
年
度
ま
で
に
実
施
し
て
き
た

施
設
に
お
け
る
共
用
サ
ー
ビ
ス
の
普
及

事
業
を
、
各
種
施
設
で
継
続
し
て
実
施

し
た
。

（
５
）
国
内
外
の
高
齢
者
・
障
害
者
、難

病
等
関
連
機
関
と
の
連
携

国
内
外
の
関
連
機
関
と
連
携
を
し
、

各
種
情
報
を
共
有
し
、
共
用
品
・
共
用

サ
ー
ビ
ス
の
普
及
を
図
っ
た
。（
ア
ク

セ
シ
ブ
ル
デ
ザ
イ
ン
推
進
協
議
会
等
）

（
６
）
障
害
当
事
者
等
の
ニ
ー
ズ
の
収
集

令
和
元
年
度
ま
で
に
実
施
し
て
き
た

障
害
の
あ
る
人
達
を
対
象
と
し
た
ア
イ

デ
ィ
ア
を
継
続
し
て
取
集
し
、
障
害
の

あ
る
人
た
ち
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
ア

イ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
共
用
品
の
重
要
性

を
深
め
普
及
を
促
進
し
た
。

（
７
）
共
用
品
・
共
用
サ
ー
ビ
ス
に 

関
す
る
情
報
の
収
集
及
び
提
供

本
財
団
の
活
動
や
収
集
し
た
関
係
情

報
を
掲
載
し
た
機
関
誌
、電
子
メ
ー
ル
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
各
種
媒
体
な
ど
で
情

報
を
継
続
的
に
提
供
し
た
。
収
集
し
た

資
料
、
情
報
を
整
理
し
て
よ
り
多
く
の

人
達
に
情
報
提
供
す
る
と
共
に
、
新
た

な
情
報
は
、
効
果
的
な
形
で
配
信
を

行
っ
た
。



2021.7.25 6

インクル  第133号

個
別
製
作
・
ニ
ー
ズ
・
大
量
生
産

有
限
会
社
で
く
工
房　

光み
つ
の野 

有ゆ
う
じ次

会
社
勤
め
の
工
業
デ
ザ
イ
ナ
ー

工
業
デ
ザ
イ
ナ
ー
は
大
量
生
産
・
大
量

販
売
を
前
提
と
し
た
商
品
開
発
を
担
う
職

種
だ
。
僕
は
美
大
を
卒
業
後
、
Ｈ
社
で
家

電
品
の
デ
ザ
イ
ン
の
仕
事
に
就
い
た
。

仕
事
に
少
し
慣
れ
て
き
た
こ
ろ
、
同
じ

職
場
の
仲
間
三
人
と
自
転
車
デ
ザ
イ
ン
コ

ン
ペ
に
応
募
し
た
。
自
転
車
に
う
ま
く
乗

れ
な
い
人
や
子
ど
も
も
一
緒
に
安
全
に
乗

れ
る
前
が
２
輪
の
３
輪
車
を
提
案
し
た
が

落
選
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
れ
を
き
っ

か
け
に
し
て
用
具
か
ら
疎
外
さ
れ
る
人
の

存
在
を
強
く
意
識
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

１
９
７
３
年
秋
に
起
き
た
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
部
品
の

製
造
が
困
難
に
な
り
「
鉄
板
に
変
え
る
た

め
の
デ
ザ
イ
ン
を
早
急
に
」
と
依
頼
さ
れ
、

突
貫
作
業
で
、
と
て
も
忙
し
か
っ
た
。
デ
ザ

イ
ン
が
完
成
し
た
こ
ろ
に
、
そ
れ
は
収
束
。

そ
の
頃
に
知
人
の
子
息
・
太
郎
君（
３
歳
）

と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
。
自
分
で
立
つ
こ
と

も
し
ゃ
べ
る
こ
と
も
う
ま
く
で
き
な
い
子

だ
っ
た
。両
親
に
頼
ま
れ
て
立
位
訓
練
台
や

遊
具
を
兼
ね
た
移
動
用
具
な
ど
を
仲
間
た

ち
と
日
曜
大
工
で
作
っ
た
。
僕
ら
が
つ
く
っ

た
坐
っ
た
ま
ま
片
足
で
蹴
っ
て
動
く
遊
具

に
よ
っ
て
彼
は
自
分
で
動
く
喜
び
を
得
た
。

そ
こ
で
彼
の
人
生
は（
た
ぶ
ん
）大
き
く
変

わ
っ
た
と
思
う
。

太
郎
君
が
通
う
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
に

は
大
人
の
訓
練
具
は
あ
っ
た
が
、
子
ど
も

サ
イ
ズ
の
も
の
は
な
か
っ
た
し
、
ま
し
て

遊
び
な
が
ら
リ
ハ
ビ
リ
で
き
る
も
の
な
ど

ひ
と
つ
も
な
か
っ
た
。
世
の
中
は
既
に
デ

ザ
イ
ン
が
溢
れ
て
い
た
が
、
そ
こ
に
は
デ

ザ
イ
ン
が
不
在
だ
っ
た
。

当
時
で
も
職
場
に
は
工
業
デ
ザ
イ
ナ
ー

が
１
４
０
名
ほ
ど
い
た
の
で
駆
け
出
し
の

僕
一
人
が
抜
け
て
も
組
織
と
し
て
は
全
く

問
題
な
か
っ
た
。
し
か
し
子
ど
も
の
リ
ハ

ビ
リ
の
現
場
に
僕
が
携
わ
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、（
不
遜
な
言
い
方
だ
が
）
や
れ
る

こ
と
や
、
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

は
無
限
に
あ
る
よ
う
に
思
え
た
。

工
房
を
開
設

１
９
７
４
年
７
月
に
「
で
く
工
房
」
を

仲
間
た
ち
と
練
馬
に
開
設
し
た
。
小
さ
な

一
軒
家
を
借
り
、
立
つ
と
頭
を
打
つ
小
さ

な
ガ
レ
ー
ジ
を
工
房
と
名
付
け
、
そ
こ
に

同
居
。
当
時
「
工
房
」
と
い
う
ネ
ー
ミ
ン

グ
は
世
の
中
に
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

太
郎
君
の
用
具
は
セ
ラ
ピ
ス
ト
や
親

の
間
で
評
判
に
な
り
、「
う
ち
の
子
に
も

つ
く
っ
て
」
と
か
「
こ
ん
な
の
つ
く
れ
な

い
？
」
と
頼
ま
れ
た
。
か
ら
だ
の
サ
イ
ズ

に
合
う
だ
け
で
う
ま
く
坐
れ
る
子
も
多

か
っ
た
。
僕
ら
は
材
料
費
だ
け
頂
い
て
喜

ん
で
つ
く
っ
て
い
た
。
生
活
費
は
ア
ル
バ

イ
ト
で
得
て
い
た
。

子
ど
も
用
の
椅
子
は
身
体
障
害
者
手
帳

を
持
ち
、
医
師
の
意
見
書
が
あ
れ
ば
「
座

位
保
持
い
す
」
と
い
う
補
装
具
と
し
て
認

め
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
工
房
の
看
板

を
掲
げ
て
３
か
月
後
、
こ
の
仕
事
を
本
業

と
し
て
現
在
に
至
る
。
ま
さ
か
47
年
も
続

け
る
と
は
…
。

重
症
児
施
設
の
リ
ハ
エ
ン
ジ
ニ
ア

僕
は
生
活
を
共
に
し
な
が
ら
の
用
具
づ

く
り
を
め
ざ
す
た
め
、
故
郷
の
近
く
の
重

症
心
身
障
害
児
施
設
で
リ
ハ
エ
ン
ジ
ニ
ア

と
し
て
83
年
か
ら
勤
務
。
多
く
の
入
所
者

は
既
製
の
椅
子
や
車
椅
子
で
は
う
ま
く
坐

れ
ず
ベ
ッ
ド
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
た
。
５
年
間
在
籍
し
、
そ
の
後
、
新
た

な
工
房
を
開
設
し
、
90
年
に
は
入
所
者
の

ほ
ぼ
全
員
に
坐
る
た
め
の
用
具
を
提
供
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

家
具
メ
ー
カ
ー
の
協
力
を
得
て
、
モ

ジ
ュ
ー
ル
化（
※
注
）を
図
る
こ
と
で
個
別
に

適
合
で
き
る
よ
う
に
し
た
か
ら
だ
。
お
そ
ら

く
世
界
で
初
め
て
の
試
み
だ
っ
た
は
ず
だ
。

太郎君の立位訓練台

モジュール型座位保持装（1984 年開発）

特集　オーダーメイドと共用品
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※
注　

利
用
者
の
身
体
状
況
に
合
わ
せ
た
椅

子
や
車
椅
子
は
、
最
近
は
多
く
が
モ
ジ
ュ
ー

ル
型
で
あ
る
。
パ
ー
ツ
の
サ
イ
ズ
や
形
状
に
一

定
の
規
則
性
を
持
た
せ
る
こ
と
で
、
そ
の
組

み
合
わ
せ
で
必
要
な
機
能
・
形
状
や
サ
イ
ズ

を
比
較
的
簡
単
に
作
る
こ
と
が
で
き
る
。

制
度
に
な
っ
た
椅
子
づ
く
り
と
量
産

ひ
と
り
一
人
の
か
ら
だ
に
合
わ
せ
た
椅

子
づ
く
り
は
、
90
年
に
新
た
に
「
座
位
保

持
装
置
」
と
呼
ば
れ
る
補
装
具
と
な
り
、

そ
の
頃
か
ら
新
規
参
入
す
る
事
業
者
も
増

え
て
い
っ
た
。

個
別
注
文
製
作
を
続
け
て
い
く
と
共

通
点
が
見
え
て
き
て
、
小
ロ
ッ
ト
だ
が
量

産
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
家
具

メ
ー
カ
ー
と
共
同
開
発
で
高
齢
者
向
け
の

食
事
用
の
椅
子
も
開
発
し
た
。

話
は
少
し
戻
る
が
、
施
設
で
モ
ジ
ュ
ー

ル
型
の
椅
子
を
企
画
し
図
面
を
何
枚
も

描
き
、
試
作
を
繰
り
返
し
て
い
る
頃（
気

晴
ら
し
も
兼
ね
て
）
大
き
な
ウ
レ
タ
ン

フ
ォ
ー
ム
の
塊
を
く
り
抜
い
た
椅
子
を
試

作
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
想
像
以

上
に
効
果
的
で
、
い
ち
ば
ん
重
度
の
子
も

坐
る
こ
と
が
で
き
る
椅
子
と
な
っ
た
。
施

設
職
員
の
驚
き
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
僕

自
身
が
最
も
驚
い
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
後
、
新
た
に
開
設
し
た
工
房
で

「
ク
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ア
」
と
名
付
け
、
乳
幼

児
用
か
ら
大
人
サ
イ
ズ
ま
で
４
種
類
を
用

意
し
、
少
し
ず
つ
販
売
を
始
め
た
。
工
房
の

仲
間
か
ら
の
依
頼
も
受
け
付
け
る
よ
う
に

し
て
い
た
ら
、
数
年
後
に
は
毎
月
１
０
０
台

以
上
を
出
荷
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
っ
た
。

「
ク
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ア
」
は
わ
が
国
の
子

ど
も
た
ち
の
リ
ハ
施
設
や
支
援
学
校
の
備

品
と
し
て
ど
こ
で
で
も
見
か
け
ら
れ
る
。

今
で
は
こ
の
仕
事
を
引
き
継
い
だ
会
社
が

世
界
23
か
国
に
輸
出
し
て
い
る
。

個
別
製
作
か
ら
量
産
へ

個
別
の
要
望
に
丁
寧
に
対
応
す
る
個
別

製
作
を
仕
事
に
し
た
例
は
僕
ら
の
前
に
は

な
か
っ
た
よ
う
で
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
も

紹
介
す
る
よ
う
に
依
頼
さ
れ
出
向
い
た
こ

と
も
あ
っ
た
。

個
別
製
作
か
ら
小
ロ
ッ
ト
生
産
、
そ
し

て
中
量
生
産
。
ク
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ア
も
そ

う
だ
が
、
大
量
生
産
と
は
言
え
な
い
が
、

一
定
量
の
生
産
を
続
け
て
い
る
も
の
が
、

い
く
つ
か
あ
る
。

た
と
え
ば
手
の
不
自
由
な
方
に
も
使
い

や
す
い「
す
く
い
や
す
い
食
器
と
持
ち
や
す

い
カ
ッ
プ
」
だ
。
82
年
に
発
売
を
開
始
し
、

88
年
に
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
に
認
定
、
99
年

に
は
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
賞
受
賞
。

発
売
以
来
、
基
本
の
カ
タ
チ
は
全
く
変

わ
ら
ず
共
用
品
的
な
食
器
で
、
今
も
現
役

だ
。
小
ロ
ッ
ト
生
産
だ
が
40
年
近
く
な
る

と
生
産
総
量
は
少
な
く
な
い
。

共
用
品
と
重
な
る
考
え
方
で
、
年
齢
や

能
力
、
状
況
な
ど
に
関
わ
ら
ず
、
で
き
る
だ

け
多
く
の
人
が
利
用
可
能
な
デ
ザ
イ
ン
を

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
が
、
多

く
の
方
が
使
え
る
デ
ザ
イ
ン
は
結
果
的
に

た
く
さ
ん
売
れ
る
の
で
、
た
く
さ
ん
つ
く

る
こ
と（
量
産
）が
で
き
る
。
高
い
品
質
を

保
ち
な
が
ら
安
価
に
販
売
で
き
る
と
い
う

わ
け
だ
。
そ
れ
は
工
業
デ
ザ
イ
ン
の
最
低

基
準
で
も
あ
る
と
僕
ら
は
教
わ
っ
て
き
た
。

ニ
ー
ズ
は
な
か
っ
た

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
ベ
ー
ス
に
し
た
モ
ノ

づ
く
り
は
、
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
進
化
し
個

別
対
応（
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
）
も
容
易
に
で

き
る
と
思
う
が
、
ひ
と
り
一
人
の
ニ
ー
ズ

を
つ
か
む
の
は
、
や
は
り
常
識
を
持
っ
た

人
間
が
必
要
だ
。

僕
ら
が
体
験
し
た
例
で
恐
縮
だ
が
、「
重

度
の
肢
体
不
自
由
児
は
起
き
る
こ
と
が
で

き
な
い
」、
い
や
「
座
る
こ
と
が
で
き
な
い

子
が
寝
て
暮
ら
す
の
は
当
た
り
前
。
だ
か

ら
重
症
心
身
障
害
児
は
寝
た
き
り
は
当

然
」
と
言
わ
れ
て
い
た
。
僕
ら
は
そ
ん
な

子
に
個
別
に
対
応
す
る
こ
と
で
、
坐
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
し
、
そ
の
途
端
「
寝

た
き
り（
寝
か
せ
き
り
）」
で
は
な
く
な
っ

た
。当

時
は
、
ニ
ー
ズ
は
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
一
人
の
寝
た
き
り
の
子
を
起
こ
す
こ

と
が
で
き
る
と
そ
れ
を
知
っ
た
人
か
ら
、

別
の
「
あ
の
子
も
起
こ
し
て
く
れ
」
と
頼

ま
れ
、
ニ
ー
ズ
が
生
ま
れ
て
い
き
、
そ
れ

が
制
度
を
作
っ
て
い
っ
た
と
い
う
わ
け
だ
。

当
然
こ
と
だ
が
、
起
き
る
こ
と
が
で
き
る

と
「
動
き
た
い
」
と
い
う
新
し
い
ニ
ー
ズ
も

う
ま
れ
て
く
る
。ま
た
、
み
ん
な
と
同
じ
よ

う
に
街
の
中
で
暮
ら
し
た
い
と
い
う
要
望

も
出
て
き
て
、
そ
の
対
応
も
必
要
と
な
り
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
街
づ
く
り
も
進
ん
で
き

た
が
、
ま
だ
ま
だ
課
題
は
あ
る
と
思
う
。

初代のクッションチェア

特集　オーダーメイドと共用品
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オンリーワンの超電動車いすで、一人ひとりに向き合う
車いす工房 輪　代表　浅

あ さ み

見一
ひ と し

志

車
い
す
工
房 

輪
は
電
動
車
い
す
の
み

を
専
門
に
扱
う
工
房
で
す
。

メ
ー
カ
ー
か
ら
仕
入
れ
た
電
動
車
い

す
に
改
造
を
行
い
販
売
し
て
い
ま
す
。

車
い
す
の
仕
様
決
定
の
方
法
は
次
の

通
り
で
す
。
取
り
扱
う
メ
ー
カ
ー
は
国

産
で
２
社
、
欧
米
３
社
。

ア
ウ
ト
ド
ア
に
向
い
て
い
る
走
破
性

が
高
い
後
輪
駆
動
の
車
い
す
、
狭
い
事

務
所
で
回
転
し
や
い
コ
ン
パ
ク
ト
な
中

輪
駆
動
の
６
輪
車
、
安
定
し
て
振
動
や

段
差
に
強
い
前
輪
駆
動
車
等
。
軽
量
コ

ン
パ
ク
ト
な
も
の
か
ら
、
１
８
０
ｋ
ｇ

近
い
車
重
の
大
型
車
ま
で
。
話
を
聞
い

て
環
境
を
調
査
し
て
車
種
の
選
定
を
行

い
ま
す
。そ
こ
か
ら
オ
プ
シ
ョ
ン
の
選
択

を
し
て
い
き
ま
す
。

椅
子
が
倒
れ
て
、
臀
部
の
除
圧
が

可
能
に
な
る
電
動
テ
ィ
ル
ト
機
能
や
、

背
も
た
れ
が
倒
れ
て
休
む
こ
と
が
出

来
る
電
動
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
機
能
。

高
い
と
こ
ろ
に
手
が
届
い
た
り
、
移

乗
動
作
が
し
や
す
く
な
る
電
動
昇
降

機
能
、
浮
腫
防
止
の
為
電
動
で
足
を

上
げ
る
機
能
な
ど
が
基
本
的
な
オ
プ

シ
ョ
ン
に
な
り
ま
す
。

そ
の
他
、移
乗
動
作
の
し
や
す
い
ア
ー

ム
サ
ポ
ー
ト
の
跳
ね
上
げ
や
、
レ
ッ
グ

サ
ポ
ー
ト
の
開
閉
、
机
に
入
る
時
邪

魔
に
な
る
ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
開

閉
機
構
等
々
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
座

る
と
良
い
か
を
検
討
し
て
、
ヘ
ッ
ド
サ

ポ
ー
ト
、
背
も
た
れ
、
座
面
ク
ッ
シ
ョ

ン
、
な
ど
を
決
め
て
い
き
ま
す
。
ウ
レ

タ
ン
ク
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
作
る
場
合
や

既
製
品
か
ら
選
ぶ
ケ
ー
ス
ま
で
多
種

に
渡
り
ま
す
。

最
後
に
車
い
す
の
色
や
、
カ
バ
ー

生
地
、
デ
ザ
イ
ン
、
夜
間
走
行
用
ラ
イ

ト
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
充
電
器
な
ど
、
あ
る
と
便

利
な
付
属
品
を
決
め
ま
す
。

ご
本
人
様
を
中
心
に
、
ご
家
族
、
ド

ク
タ
ー
、
セ
ラ
ピ
ス
ト
、
補
装
具
業
者
、

が
意
見
を
出
し
合
っ
て
決
め
、
市
役

所
、
都
道
府
県
の
判
定
を
受
け
て
製
作

し
ま
す
。
こ
う
し
て
作
ら
れ
る
車
い
す

は
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
で
す
が
、
こ
れ
は

既
製
品
の
組
み
合
わ
せ
の
パ
タ
ー
ン
メ

イ
ド
に
な
り
ま
す
。
高
齢
者
や
事
故
な

ど
で
歩
け
な
く
な
っ
た
人
、
軽
度
の
障

害
者
な
ど
電
動
車
い
す
を
必
要
と
す
る

人
、
標
準
的
な
体
型
の
方
お
お
よ
そ
８

割
は
対
象
に
な
り
ま
す
。

残
り
２
割
は
メ
ー
カ
ー
が
想
定
し

た
パ
タ
ー
ン
メ
イ
ド
の
範
囲
外
の
方

で
す
。

極
端
に
大
柄
、
小
柄
な
体
型
の
方
。

珍
し
い
症
状
の
難
病
の
方
、
筋
力
が
著

し
く
弱
い
、
体
幹
機
能
が
弱
い
な
ど
、

市
販
の
車
い
す
に
乗
れ
な
い
そ
の
人
な

ら
で
は
の
理
由
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
方
に
は
そ
の
方
専
用
の

車
い
す
を
作
り
込
ま
な
い
と
自
立
生

活
や
仕
事
を
続
け
る
こ
と
が
成
り
立

ち
ま
せ
ん
。

例
え
ば
体
幹
を
左
右
に
倒
し
た
り
、

骨
盤
を
ね
じ
る
機
能
を
加
え
た
電
動
車

い
す
に
乗
る
こ
と
で
、血
中
酸
素
濃
度

を
落
と
す
こ
と
な
く
休
息
を
取
る
こ
と

が
で
き
、人
工
呼
吸
器
を
つ
け
た
ま
ま

就
労
が
続
け
ら
れ
た
方
。

う
つ
ぶ
せ
や
、
立
位
で
し
か
姿
勢

を
維
持
で
き
な
い
の
で
、
そ
の
体
の

状
態
に
合
わ
せ
て
フ
レ
ー
ム
を
製
作

し
た
電
動
車
い
す
。

市
販
の
電
動
昇
降
機
能
よ
り
も
、

よ
り
高
く
な
れ
る
こ
と
で
料
理
や
家

事
が
可
能
に
な
り
一
人
暮
ら
し
が
継

続
で
き
た
小
柄
な
方
。

口
や
息
で
全
て
の
動
作
を
行
え
る

よ
う
に
し
た
筋
力
が
落
ち
手
足
が
全

く
動
か
な
い
状
態
の
方
。

こ
れ
ら
の
方
は
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン

の
電
動
車
い
す
が
支
給
さ
れ
た
結
果
、

社
会
参
加
、
就
労
、
自
立
生
活
が
可
能

に
な
り
自
分
ら
し
い
人
生
を
送
る
こ

と
が
で
き
て
い
ま
す
。

重
度
な
障
害
が
あ
っ
て
も
、
希
望

す
る
人
す
べ
て
の
人
が
自
由
に
移
動

で
き
、
姿
勢
を
自
由
に
か
え
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
な
社
会
に
な
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
か

ら
も
そ
の
た
め
に
力
を
注
い
で
い
き

ま
す
。

改造した電動車いす

特集　オーダーメイドと共用品
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靴・パーツオーダーとオーダーメイド

あ
ゆ
み
シ
ュ
ー
ズ

ネ
イ
チ
ャ
ー
ズ
ウ
ォ
ー
ク

香
川
県
に
あ
る
徳
武
産
業（
株
）
に

は
、毎
日
、自
分
に
合
っ
た
ケ
ア
シ
ュ
ー

ズ
「
あ
ゆ
み
」
に
出
会
え
た
喜
び
が
詰

ま
っ
た
手
紙
が
全
国
各
地
か
ら
多
数
届

い
て
い
ま
す
。

同
社
に
「
お
年
寄
り
が
室
内
で
転
倒

し
に
く
い
靴
を
作
っ
て
く
れ
な
い
か
」
と

依
頼
が
あ
っ
た
の
が
28
年
前
。
２
年
間

の
調
査
・
研
究
で
、「
つ
ま
先
が
地
面
か

ら
あ
が
っ
て
い
る
」、「
か
か
と
が
し
っ
か

り
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
て
い
る
」、「
軽
い
」、

「
甲
が
し
っ
か
り
止
ま
る
」
な
ど
が
、
転

倒
し
に
く
い
靴
の
条
件
で
あ
る
こ
と
が

分
か
っ
て
き
た
の
で
す
。
さ
ら
に
、
話
を

聞
い
た
高
齢
の
人
た
ち
の
中
に
は
、
左

右
の
足
の
長
さ
・
幅
等
が
異
な
る
人
も

多
く
お
ら
れ
ま
し
た
。
話
を
聞
く
と
、
両

方
の
サ
イ
ズ
を
購
入
し
、
合
わ
な
い
方

は
破
棄
す
る
か
、
大
き
な
方
の
サ
イ
ズ

を
購
入
し
、
先
に
綿
な
ど
を
詰
め
る
な

ど
苦
労
し
て
い
る
こ
と
を
直
接
、
多
く

の
人
か
ら
聞
い
た
の
で
す
。

依
頼
か
ら
２
年
た
っ
た
１
９
９
５
年

５
月
、
転
倒
を
防
ぐ
と
共
に
、「
片
手
で

楽
に
着
脱
で
き
る
」、「
手
を
使
わ
ず
履
け

る
」、「
フ
ィ
ッ
ト
感
を
調
整
で
き
る
」、さ

ら
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
を
重
視
し
た
ケ
ア

そ
の
靴
の
マ
イ
ス
タ
ー
の
名
前
は
、

カ
ー
ス
テ
ン
・
リ
ー
ヒ
ェ
さ
ん
。１
９
９
６

年
に
ド
イ
ツ
で
マ
イ
ス
タ
ー
国
家
資
格

を
取
得
し
、
整
形
靴
マ
イ
ス
タ
ー
の
称

号
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
翌
年
来
日
し
、

整
形
靴
専
門
学
校
等
で
講
師
を
行
う
の

と
並
行
し
て
整
形
靴
の
製
作
も
は
じ
め

ま
し
た
。
当
時
か
ら（
健
康
靴
）は
、
本

場
ド
イ
ツ
か
ら
輸
入
販
売
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、日
本
人
の
足
に
合
う
も
の
は

非
常
に
少
な
い
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

靴
は
、
靴
そ
の
も
の
と
イ
ン
ソ
ー
ル

と
い
う
中
敷
き
で
、
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
眼
鏡
で
い
う
と
、
フ
レ
ー
ム
が
靴
、

レ
ン
ズ
が
イ
ン
ソ
ー
ル
で
す
。
眼
鏡
の

場
合
、
い
く
ら
フ
レ
ー
ム
が
良
く
て
も
、

レ
ン
ズ
が
そ
の
人
に
あ
っ
て
い
な
い

と
、
見
え
づ
ら
い
ど
こ
ろ
か
か
え
っ
て
、

視
力
が
落
ち
て
し
ま
う
こ
と
に
も
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。
靴
も
同
様
な
の
で
す
。

リ
ー
ヒ
ェ
さ
ん
は
、
日
本
人
に
あ
っ

た
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
靴
を
作
る
た
め
に
会

社
を
設
立
し
、
翌
年
に
は
千
葉
に
「
ネ

イ
チ
ャ
ー
ズ
ウ
ォ
ー
ク
」
と
い
う
店
を

開
き
ま
し
た
。
そ
の
店
に
は
、
足
に
課

題
を
抱
え
た
人
が
大
勢
来
店
し
ま
す
。

大
勢
の
人
の
足
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る

シ
ュ
ー
ズ
が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時

同
社
は
、左
右
サ
イ
ズ
違
い
の
靴
を
一
足

分
の
価
格
で
、片
足
だ
け
の
靴
を
半
額
で

販
売
す
る
こ
と
に
踏
み
切
っ
た
の
で
す
。

パ
ー
ツ
オ
ー
ダ
ー

さ
ら
に
同
社
に
は
、
左
右
の
足
の
長

さ
の
違
う
人
、
片
方
の
足
に
む
く
み
が

あ
る
人
、
車
椅
子
を
使
用
す
る
時
に
片

足
こ
ぎ
で
進
む
た
め
靴
底
が
減
っ
て
し

ま
い
進
み
づ
ら
い
人
、
片
手
し
か
使
え

な
い
人
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
か
ら
の
要

望
が
届
き
ま
す
。

そ
の
た
め
検
討
を
重
ね
、
要
望
に
よ

り
「
靴
底
の
厚
み
」、「
ベ
ル
ト
の
開
閉

方
向
変
更
」、「
足
囲
」、「
足
長
」
な
ど

を
個
別
に
調
整
で
き
る
仕
組
み
を
作
っ

た
の
で
す
。
さ
ら
に
、
そ
れ
で
も
合
わ

な
い
場
合
は
、
ド
イ
ツ
人
の
整
形
靴
マ

イ
ス
タ
ー
が
個
別
の
靴
を
作
る
シ
ス
テ

ム
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

課
題
を
抱
え
て
い
る
た
め
、
リ
ー
ヒ
ェ

さ
ん
は
一
人
一
人
に
向
き
合
い
、
症
状

を
確
認
し
、
原
因
を
究
明
し
ま
す
。

中
に
は
、
紐
の
締
め
具
合
や
靴
の
サ

イ
ズ
が
あ
っ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
か
ら
、

イ
ン
ソ
ー
ル
を
新
た
に
作
れ
ば
解
決
す

る
ケ
ー
ス
、
靴
自
体
も
新
た
に
作
る
必

要
が
あ
る
ケ
ー
ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ー
ス
に
、
10
名
の
ス

タ
ッ
フ
と
と
も
に
、
作
業
分
担
を
行
い

な
が
ら
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
自
動

車
レ
ー
ス
に
例
え
る
と
、
サ
ー
キ
ッ
ト

場
に
あ
る
整
備
場
所
ピ
ッ
ト
の
よ
う

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
を
素
早
く
判
断

し
、
修
理
を
し
一
刻
も
早
く
も
と
の

レ
ー
ス
に
戻
し
て
い
る
の
で
す
。

ネ
イ
チ
ャ
ー
ズ
ウ
ォ
ー
ク
で
は
、
貴

重
な
情
報
が
つ
ま
っ
た
機
関
誌
を
定
期

的
に
発
行
し
、
足
と
靴
の
大
切
さ
を
伝

え
て
い
ま
す
。

マイスターのカーステン・リーヒェさん

靴底のパーツオーダー
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い け だ

田真
ま ゆ こ

裕子

当
社
は
札
幌
で
リ
ネ
ン
サ
プ
ラ
イ

業
・
福
祉
用
具
製
造
・
販
売
・
レ
ン

タ
ル
業
・
清
掃
業
を
中
心
と
し
て「
介

護
か
ら
快
護
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
事
業

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

当
社
で
は
、
平
成
４
年
か
ら
、
転

倒
に
よ
る
衝
撃
か
ら
頭
を
守
る
頭

部
保
護
帽
を
製
作
し
て
お
り
、
現
在

は
、ａ
ｂ
ｏ
ｎ
ｅ
ｔ
（
ア
ボ
ネ
ッ
ト
）

と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
で
普
通
の
外
観
で

あ
り
な
が
ら
、
衝
撃
を
和
ら
げ
る
機

能
的
な
保
護
帽
子
を
製
造
し
て
い
ま

す
。保

護
帽
子
を
作
り
始
め
た
当
時

は
、
リ
ネ
ン
サ
プ
ラ
イ
業
を
メ
イ
ン

と
し
て
い
た
の
で
す
が
、
て
ん
か
ん

の
病
気
を
持
っ
て
い
て
、
突
然
転
倒

す
る
こ
と
が
あ
る
実
習
生
を
工
場
に

受
け
入
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、

保
護
帽
子
を
作
り
始
め
ま
し
た
。
リ

ネ
ン
サ
プ
ラ
イ
で
は
、
タ
オ
ル
や
バ

ス
タ
オ
ル
リ
ー
ス
が
多
く
、
そ
の
ほ

つ
れ
等
を
修
理
す
る
た
め
に
、
社
内

に
は
ミ
シ
ン
が
す
で
に
あ
っ
た
の

で
す
。
ま
た
同
時
期
に
、
脳
障
害
を

患
っ
て
い
る
お
子
様
の
ご
家
族
か
ら

「
軽
く
て
洗
え
る
保
護
帽
子
を
作
っ

て
ほ
し
い
」
と
の
ご
依
頼
を
い
た
だ

い
て
い
ま
し
た
。
現
在
で
は
保
護
帽

子
が
洗
え
る
と
い
う
の
は
当
然
の
こ

と
な
の
で
す
が
、
以
前
は
洗
え
る
も

の
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
よ
う

な
ご
要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
と
き
に
前
社
長
の
池
田
が
、
世
の

中
に
な
い
な
ら
困
っ
て
い
る
人
達
の

た
め
に
作
ろ
う
と
奮
起
し
た
の
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
保
護
帽
子
の
製

作
が
始
ま
り
ま
し
た
。

ａ
ｂ
ｏ
ｎ
ｅ
ｔ
は
現
在
で
は
、
当

社
の
自
社
商
品
の
主
力
製
品
の
ひ
と

つ
と
な
っ
て
お
り
、
最
近
で
は
障
害

の
あ
る
方
の
保
護
帽
子

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

官
公
庁
の
帽
子
や
、
工

場
内
の
軽
作
業
用
の
帽

子
と
、
そ
の
用
途
は
広

が
っ
て
い
ま
す
。

最
近
の
商
品
例

最
近
の
商
品
で
は
、

重
度
心
身
障
害
児
施
設

の
看
護
士
の
方
か
ら

ベ
ッ
ド
の
上
で
バ
ラ
ン

ス
を
崩
し
た
と
き
に
、

頭
を
ぶ
つ
け
て
し
ま
う
の
で
、
ベ
ッ

ド
サ
イ
ド
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
カ
バ
ー

の
製
作
依
頼
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
々
様
々
な
特
注
製
作
の
依
頼
が
あ

り
、
商
品
を
作
る
商
品
企
画
室
に
は

様
々
な
ア
イ
デ
ィ
ア
の
詰
ま
っ
た
仕

様
書
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

お
客
様
か
ら
の
手
紙

先
日
、
と
て
も
嬉
し
い
お
手
紙
を

お
客
様
か
ら
頂
戴
し
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
当
社
の
ａ
ｂ
ｏ
ｎ
ｅ
ｔ
を
装
着

す
る
と
い
う
条
件
で
、
先
天
性
疾
患

で
血
液
凝
固
薬
を
飲
ん
で
い
る
お
子

様
の
幼
稚
園
入
学
が
叶
っ
た
と
い

う
お
手
紙
で
し
た
。
お
母
さ
ん
か
ら

の
お
手
紙
に
は
「
幼
稚
園
入
学
が
叶

い
、
夢
の
よ
う
で
す
」
と
い
う
あ
り

が
た
い
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
社
員

一
同
、
仕
事
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

な
っ
て
い
ま
す
。

以
前
、
商
品
企
画
室
の
担
当
者
か

ら
、
当
社
で
は
な
ぜ
既
製
品
よ
り
も

効
率
の
悪
い
特
注
商
品
を
作
っ
て
い

る
の
か
と
い
う
問
い
か
け
が
あ
っ
た

の
で
す
が
、
今
回
の
よ
う
な
お
客
様

か
ら
の
お
手
紙
が
そ
の
答
え
に
な
っ

て
い
ま
す
。

abonet アクティブ・コア

サイドレールカバー

特集　オーダーメイドと共用品



2021.7.2511

インクル  第133号

特集　オーダーメイドと共用品

3D プリンタで作る自助具
国立障害者リハビリテーションセンター研究所　硯

すずりかわ

川 潤
じゅん

日
常
生
活
で
用
い
ら
れ
る
樹
脂

（
い
わ
ゆ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）
製
品

は
、
通
常
、
射
出
成
型
と
い
う
方
法

で
製
造
さ
れ
る
。
金
属
型
に
溶
か
し

た
樹
脂
を
流
し
込
み
、
冷
や
し
固
め

て
成
型
す
る
。
同
じ
形
状
を
効
率
よ

く
複
製
で
き
、
大
量
生
産
に
適
し
た

方
法
で
あ
る
。
し
か
し
、
金
型
の
製

作
費
用
は
非
常
に
高
額
で
、
少
量
生

産
で
は
元
が
取
れ
な
い
。

高
価
な
型
を
必
要
と
し
な
い
樹
脂

成
型
手
法
に
、
積
層
造
形（
３
Ｄ
プ

リ
ン
タ
）
が
あ
る
。
三
次
元
形
状
を

ス
ラ
イ
ス
し
て
で
き
る
二
次
元
の
層

を
重
ね
る
こ
と
で
、
目
的
の
形
状
を

得
る
。
層
の
形
成
方
法
が
い
く
つ
か

あ
る
が
、
最
も
安
価
な
タ
イ
プ
が
、

特
許
の
期
限
切
れ
な
ど
で
さ
ら
に
低

価
格
化
し
た
。
こ
れ
で
、
産
業
用
途

が
主
だ
っ
た
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
が
、
一

気
に
身
近
な
存
在
に
な
っ
た
。

自
助
具
へ
の
応
用
と
利
点

多
様
な
障
害
の
状
態
に
合
わ
せ
て

設
計
さ
れ
る
福
祉
機
器
に
と
っ
て
、こ

の
技
術
に
は
大
き
な
利
点
が
あ
る
。

数
の
制
約
が
無
く
な
り
、ニ
ッ
チ
な
機

能
の
機
器
も
製
品
化
し
や
す
く
な
る
。

筆
者
も
、
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
を
使
っ

て
、
自
助
具
を
製
作
す
る
試
み
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
自
助
具
は
手
を
使

う
作
業
の
補
助
具
で
あ
り
、
動
作
能

力
に
合
わ
せ
て
細
か
な
形
状
の
調
整

が
必
要
と
な
る
。
こ
れ
ま
で
は
、
作

業
療
法
士
な
ど
の
専
門
職
が
、
市
販

品
の
改
造
や
、
一
か
ら
の
自
作
で
対

応
し
て
き
た
。
し
か
し
、
工
作
技
能

に
は
個
人
差
が
あ
り
、
こ
う
い
っ
た

製
作
が
不
得
手
な
専
門
職
も
存
在
す

る
。
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
を
使
え
ば
、
個

人
の
技
能
に
関
係
な
く
、
高
い
精
度

で
所
望
の
形
状
を
製
作
で
き
る
。

例
え
ば
、
写
真
１
に
示
し
た
３
Ｄ

プ
リ
ン
ト
自
助
具
は
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
充
電
ケ
ー
ブ
ル
を
コ
ネ
ク
タ
か

ら
引
き
抜
く
た
め
に
用
い
ら
れ
る
。腕

の
力
が
弱
い
方
の
た
め
に
、そ
れ
を
増

幅
す
る“
て
こ
”の
機
構
を
採
用
し
た
。

構
造
は
複
雑
で
、
手
作
り
は
難
し
く
、

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
な
ら
で
は
の
設
計
解

で
あ
る
。

実
用
に
向
け
て
の
課
題

こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
が
、
誰
が

設
計
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
自
助
具
製
作
の
経
験
が

あ
れ
ば
、
必
要
な
形
状
は
着
想
で
き

る
。
し
か
し
、
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
で
の

造
形
に
は
、
３
Ｄ
デ
ー
タ
が
必
要
と

な
る
。
作
成
に
必
要
な
専
用
ソ
フ
ト

を
使
い
こ
な
す
た
め
に
は
、
一
定
の

知
識
が
求
め
ら
れ
る
。

一
つ
の
解
決
策
は
、
自
助
具
形
状

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
筆
者
の
経
験
上
、
単
な
る
デ
ー

タ
の
再
利
用
は
、
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
の

利
点
を
半
減
さ
せ
る
こ
と
が
あ
る
。

個
人
特
性
に
合
わ
せ
た
細
か
な
調
整

が
犠
牲
に
な
る
か
ら
だ
。

ま
た
、
新
た
な
技
術
の
普
及
は
、

隠
れ
た
ニ
ー
ズ
を
掘
り
起
こ
す
。
筆

者
の
も
と
に
は
、
実
現
が
あ
き
ら
め

ら
れ
て
い
た
新
し
い
自
助
具
へ
の
要

望
が
、
日
々
舞
い
込
ん
で
来
る
。
５

年
間
ほ
ど
様
々
な
自
助
具
の
設
計

デ
ー
タ
を
蓄
積
し
て
き
た
が
、
ま
だ

新
し
い
形
状
へ
の
ニ
ー
ズ
が
絶
え
な

い
。
写
真
２
は
、
お
祭
り
で
ビ
ー
ル

を
飲
む
、
と
い
う
車
椅
子
ユ
ー
ザ
の

要
望
に
応
え
た
自
助
具
で
あ
る
。
他

の
３
Ｄ
プ
リ
ン
ト
自
助
具
を
試
し
て

い
た
だ
い
て
い
た
が
、
そ
の
経
験
が

刺
激
と
な
っ
て
新
た
な
ニ
ー
ズ
が
発

掘
さ
れ
た
よ
う
だ
。

折
角
の
新
技
術
な
の
で
、
そ
れ
を

完
全
に
活
か
す
た
め
に
、
新
た
な
設

計
手
法
を
実
現
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

写真１：ケーブル抜去用自助具

写真２：車椅子用飲料缶ホルダー
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キーワードで考える共用品講座第１２３講
オーダーメイドと共用品　考察

日本福祉大学 客員教授・共用品研究所所長　後
ご と う

藤芳
よしかず

一

１
．個
別
ニ
ー
ズ
対
応
と
経
済
性
の
関
係

手
工
芸
時
代
は
個
別
対
応
が
中
心

だ
っ
た
。
技
術
が
進
み
生
産
性
を
求
め

る
と
と
も
に
、
量
産
品
が
中
心
に
な
っ

た
。
そ
の
過
程
で
経
済
性
と
個
別
ニ
ー

ズ
対
応
は
背
反
す
る
要
請
に
な
っ
て

い
っ
た
。
嗜
好
、
標
準
的
で
な
い
身
体

の
寸
法
や
機
能
に
合
わ
せ
る
の
は
、
個

別
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
に
な
る
。
高
級
誂

え
服
な
ど
が
例
で
あ
る（
０
型
）。

２
．
個
別
対
応
と
経
済
性
確
保
の
工
夫

量
産
で
き
な
い
と
高
価
で
納
期
も
遅

く
、
利
用
者
も
不
便
だ
。
個
別
対
応
と

効
率
を
調
和
さ
せ
る
工
夫
が
行
わ
れ
て

き
た
。

・
多
品
種
少
量
型（
Ⅰ
型
）：
大
量
生
産

な
が
ら
複
数
の
寸
法
を
提
供
す
る
。

ア
イ
テ
ム
数
を
抑
え
て
効
率
を
確
保

す
る
。
既
製
服
が
こ
の
例
で
あ
る
。

・
モ
ジ
ュ
ー
ル
型
（
Ⅱ
型
）：
寸
法
や

形
の
異
な
る
部
品
を
量
産
し
て
お

き
、
注
文
ご
と
に
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
で
個
別
対
応
す
る
。
ハ
ン
ド
ル
や

サ
ド
ル
を
個
別
指
定
し
て
組
み
上
げ

る
自
転
車
な
ど
の
例
が
あ
る
。

・
ソ
フ
ト
対
応
型
（
Ⅲ
型
）：
同
じ
ハ
ー

ド
を
用
い
つ
つ
、
ソ
フ
ト
を
入
れ

替
え
る
、
Ａ
Ｉ
が
利
用
者
の
特
性
を

測
っ
て
対
応
す
る
な
ど
に
よ
り
機
器

に
個
別
の
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
。
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
を
入
れ
替
え
て
各
種
の
処

理
が
で
き
る
電
卓
（
シ
ャ
ー
プ
）
や

カ
メ
ラ
（
ミ
ノ
ル
タ
）
が
あ
っ
た
。

・
素
材
・
半
製
品
型
（
Ⅳ
型
）：
未
完

成
で
提
供
し
、
利
用
す
る
時
点
で
消

費
者
が
作
成
に
加
わ
る
。
簡
単
調
理

で
仕
上
げ
る
中
華
の
素
（
あ
み
印
）、

３
種
の
コ
ー
ヒ
ー
顆
粒
を
組
み
合
わ

せ
て
提
供
し
、
消
費
者
が
毎
回
好
き

な
割
合
で
混
ぜ
る
（
Ａ
Ｇ
Ｆ
）
な
ど
。

・
派
生
型
（
Ⅴ
型
）：
不
便
さ
対
応
に
取

り
組
む
う
ち
に
、
長
寿
商
品
化
し
た

り
、
一
般
向
け
商
品
の
開
発
に
つ
な

が
る
こ
と
も
あ
る
。
温
水
洗
浄
便
座

（
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
）
な
ど
。

３
．
本
誌
掲
載
の
事
例
と
の
対
応

本
誌
の
事
例
を
分
類
す
る
と
、
浅
見

（
敬
称
略
）
の
個
別
対
応
の
車
い
す
や

リ
ー
ヒ
ェ
の
靴
は
０
型
。
光
野
の
ク
ッ

シ
ョ
ン
チ
ェ
ア
は
Ⅰ
型
、
同
工
房
椅
子

と
あ
ゆ
み
シ
ュ
ー
ズ
は
Ⅱ
型
、
浅
見
の

改
造
提
供
す
る
電
動
車
い
す
は
Ⅳ
型
、

光
野
の
す
く
い
や
す
い
食
器
や
池
田
の

ａ
ｂ
ｏ
ｎ
ｅ
ｔ
は
Ⅴ
型
で
あ
る
。
硯
川

の
自
助
具
は
、
個
別
設
計
だ
と
０
型
、

モ
デ
ル
を
元
に
個
別
対
応
す
れ
ば
Ⅱ
型

の
一
種
に
な
る
。
そ
の
ほ
か
、
Ａ
Ｉ
で

利
用
者
の
特
性
に
合
わ
せ
る
補
聴
器
は

Ⅲ
型
に
な
る
。

４
．
利
用
者
適
合
と
市
場
規
模

福
祉
用
具
の
個
別
適
合
と
市
場
規
模

の
関
係
は
図
の
よ
う
に
な
る
。
Ａ
は
工

房
椅
子
、
Ｂ
は
レ
ン
タ
ル
に
用
い
る
ユ

ニ
ッ
ト
型
車
い
す
、
Ｃ
は
一
般
の
車
い

す
な
ど
で
あ
る
。
右
へ
行
く
ほ
ど
個
別

適
合
が
深
く
、
そ
の
分
、
個
別
制
作
の

度
合
が
強
い
。
２
と
３
に
述
べ
た
こ
と

は
、
右
寄
り
の
部
分
の
生
産
性
を
上
げ

る
工
夫
で
あ
る
。

５
．
お
ま
け

毎
年
、
日
本
福
祉
用
具
・
生
活
支
援

用
具
協
会（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ
）
が
公
表
す

る
福
祉
用
具
の
市
場
規
模
は
図
の
Ａ
～

Ｃ
に
あ
た
り
、
共
用
品
推
進
機
構
に
よ

る
共
用
品
の
市
場
は
Ｄ
で
あ
る
。
Ａ
～

Ｃ
が
「
福
祉
用
具（
狭
義
）」、
Ａ
～
Ｄ
が

「
福
祉
用
具（
広
義
）」
で
あ
る
。
図
は
、

通
商
産
業
省
福
祉
用
具
産
業
懇
談
会
で

定
義
し
、
今
も
こ
れ
に
基
づ
い
て
市
場

規
模
を
公
表
し
て
い
る
。

懇
談
会
で
、
委
員
で
あ
っ
た
鴨か

も
し
だ

志
田

（
共
用
品
推
進
機
構
前
理
事
長
）が
「
福

祉
用
具
と
共
用
品
は
連
続
す
る
関
係
な

の
で
は
」
と
発
言
し
、
Ａ
～
Ｅ
を
つ
な

げ
た（
同
じ
大
き
さ
の
長
方
形
）
図
が

で
き
た（
福
祉
用
具
産
業
懇
談
会
第
２

次
中
間
報
告〈
１
９
９
７
年
〉に
収
載
）。

さ
ら
に
同
委
員
で
あ
っ
た
光
野
が
「
Ａ

～
Ｅ
の
面
積
を
市
場
規
模
に
合
わ
せ
て

描
い
て
は
」
と
発
言
し
て
上
の
三
角
形

の
図（
第
３
次
中
間
報
告
に
収
載
）
に

進
化
し
た
。
図
の
成
立
ち
に
は
、
共
用

品
関
係
者
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。

「『共用品』の位置づけ」をもとに後藤が作成
（｢福祉用具産業政策 ‘98（福祉用具産業懇談会第３次中間報告）｣

（1998 年､ 通商産業省機械情報産業局）に収載）
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連載　目からウロコな共用品　ご存じですか？
『
ゆ
う
こ
さ
ん
の
ル
ー
ペ
』

朗
読
動
画

２
０
２
０
年
12
月
に
合
同
出
版
か

ら
発
行
さ
れ
た
絵
本
『
ゆ
う
こ
さ
ん

の
ル
ー
ペ
』
が
こ
の
度
、
演
劇
結
社

ば
っ
か
り
ば
っ
か
り
の
手
に
よ
っ

て
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
朗
読
劇
に
な

り
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
誰
も
が
楽

し
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
多
く

の
絵
本
は
字
が
少
な
い
分
、
絵
で
情

景
や
感
情
を
表
現
し
て
い
ま
す
が
、

目
の
不
自
由
な
人
に
は
そ
の
把
握
が

困
難
で
す
。
洋
服
の
柄
、
町
の
看
板
、

主
人
公
が
読
ん
で
い
る
本
の
題
名

な
ど
を
、
さ
り
げ
な
く
説
明
す
る
ナ

レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
と
て
も
自
然
に
耳

に
入
っ
て
き
ま
す
。
是
非
、
ご
覧
と

共
に
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

バリアフリー演劇結社ばっかりばっかり
朗読劇・『ゆうこさんのルーペ』

https://youtu.be/MHoSSJn0ChM

透
明
な
マ
ス
ク

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策

に
よ
り
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
よ
う
に

な
り
、
聴
覚
障
害
や
言
語
障
害
の
方

は
、
口
元
や
表
情
に
よ
っ
て
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
困
難

に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
困
難
を
解

消
す
る
「unicharm

顔
が
み
え
マ

ス
ク
」が
２
０
２
１
年
４
月
よ
り
ユ

ニ
・
チ
ャ
ー
ム（
株
）
よ
り
発
売
さ

れ
ま
し
た
。

顔
が
は
っ
き
り
見
え
る
よ
う
、
く

も
り
止
め
加
工
し
た
広
い
透
明
フ
ィ

ル
ム
に
、
隙
間
が
少
な
く
な
る
よ
う

抗
菌
生
地
を
使
用
し
た
布
部
分
で
鼻

や
顎
を
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
。

「unicharm 顔がみえマスク」

共
遊
玩
具
大
賞「
ル
ー
ビ
ッ

ク
キ
ュ
ー
ブ
」

２
０
２
０
年
５
月
に
日
本
で
発
売

さ
れ
た
『
ル
ー
ビ
ッ
ク
キ
ュ
ー
ブ 

ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
』
〈（
株
）メ
ガ

ハ
ウ
ス
〉
が
、
日
本
お
も
ち
ゃ
大
賞

２
０
２
１
、共
遊
玩
具
部
門
で
大
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。ハ
ン
ガ
リ
ー
の
エ
ル

ノ
ー
・
ル
ー
ビ
ッ
ク
さ
ん
が
考
案
し
た

立
体
パ
ズ
ル
は
１
９
８
０
年
に
世
界

展
開
さ
れ
、一
大
ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ

し
、売
り
切
れ
店
も
続
出
し
ま
し
た
。

40
年
の
月
日
を
経
て
、発
売
さ
れ
た

『
ル
ー
ビ
ッ
ク
キ
ュ
ー
ブ 

ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
』
は
、
６
面
が
そ
れ
ぞ
れ

異
な
る
手
触
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、目
の
不
自
由
な
人
も
遊
ぶ
こ

と
が
で
き
る
形
状
に
な
っ
て
い
ま
す
。

共遊玩具大賞の『ルービックキューブ 
ユニバーサルデザイン』

ハ
ン
ズ
フ
リ
ー
の
シ
ュ
ー
ズ

手
を
使
わ
ず
に
履
く
こ
と
が
で
き

る
Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｅ
の
ス
ニ
ー
カ
ー
「
ゴ
ー

フ
ラ
イ
イ
ー
ズ
」。靴
紐
を
結
ん
だ
り
、

屈
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
難
し
い
人
で

も
簡
単
に
脱
ぎ
履
き
が
で
き
ま
す
。

履
い
て
い
な
い
と
き
は
、
靴
の
中

央
が
折
れ
曲
が
っ
た
形
状
に
な
っ
て

い
て
、
靴
に
足
を
入
れ
て
押
し
込
む

と
、
通
常
の
ス
ニ
ー
カ
ー
と
同
じ
形

状
に
な
り
ま
す
。

脱
ぐ
と
き
は
、
反
対
側
の
足
で
靴

の
か
か
と
を
押
さ
え
て
足
を
持
ち
上

げ
る
と
、
折
れ
曲
が
っ
た
状
態
に
な

り
、
そ
の
ま
ま
脱
ぐ
こ
と
が
で
き
き

ま
す
。

こ
の
靴
は
２
０
２
１
年
後
半
に
発

売
す
る
予
定
と
の
こ
と
で
す
。

NIKE「ゴーフライイーズ」
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ＩＳＯ／ＴＣ１７３／ＳＣ７ 新規プロジェクト始動
「ＡＷＩ ６２７３　ユーザーニーズ調査」

本
年
３
月
、
共
用
品
推
進
機
構
が

事
務
局
を
担
当
す
る
技
術
委
員
会
Ｉ

Ｓ
Ｏ
／
Ｔ
Ｃ
１
７
３
の
分
科
会
Ｓ
Ｃ

７
に
お
い
て
、
新
規
規
格
作
成
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
動
き
始
め
ま
し
た
。
規

格
名
は
「
感
覚
機
能
に
障
害
の
あ
る

人
の
ユ
ー
ザ
ー
ニ
ー
ズ
調
査
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」。
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
感
覚
機
能（
視
覚
、

聴
覚
、
そ
の
他
の
感
覚
機
能
）
に
障

害
の
あ
る
人
を
対
象
に
、
福
祉
用
具

の
ユ
ー
ザ
ー
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
う
場

合
、
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
規
定
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

作
成
し
て
い
き
ま
す
。
本
件
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
は
、
山や
ま
う
ち内

繁
し
げ
る

氏
。
２
０
１
０
年
３
月
の
Ｓ
Ｃ
７
設

立
時
か
ら
９
年
間
、
議
長
を
務
め
ら

れ
ま
し
た
。

３
年
越
し
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

そ
し
て
６
月
14
日
、
こ
の
規
格
を

検
討
す
る
作
業
グ
ル
ー
プ
Ｗ
Ｇ
７
の

第
１
回
会
議
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

シ
ス
テ
ム
「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
」
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
10
名
。
山
内

氏
の
ほ
か
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
ス
ペ
イ

ン
か
ら
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
５
名
、
日

本
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
佐さ

の野
竜り
ゅ
う
へ
い平
氏
、

Ｓ
Ｃ
７
議
長
の
倉く
ら
か
た片

憲け
ん
じ治

氏
、
Ｗ
Ｇ

の
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
か
ら
共
用
品
推

進
機
構 

森も
り
か
わ川
美み

わ和
、
金か
な
ま
る丸
淳じ
ゅ
ん
こ子
が

参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
規
格
の
提
案
の
は
じ
ま
り

は
、
３
年
前
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

２
０
１
８
年
に
ケ
ニ
ア
・
ナ
イ
ロ
ビ

で
行
わ
れ
た
Ｔ
Ｃ
１
７
３
総
会
、
続

い
て
２
０
１
９
年
に
東
京
で
行
わ
れ

た
総
会
で
規
格
に
つ
い
て
説
明
し
ま

し
た
が
、
な
か
な
か
賛
同
を
得
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
総
会
で
の
意
見
を

加
味
し
、
日
本
で
障
害
の
あ
る
人
の

ユ
ー
ザ
ー
ニ
ー
ズ
調
査
に
求
め
る
も

の
を
調
査
し
た
結
果
を
加
え
、
山
内

氏
が
規
格
案
を
書
き
起
こ
し
ま
し

た
。
Ｉ
Ｓ
Ｏ
で
は
、
新
規
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
提
案
し
、
主
要
メ
ン
バ
ー
に

な
っ
て
い
る
国
の
投
票
に
よ
っ
て
そ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
承
認
が
決
ま
り

ま
す
が
、
つ
い
に
、
投
票
の
結
果
、

承
認
に
い
た
り
ま
し
た
。

聴
覚
障
害
の
メ
ン
バ
ー
参
加
で
、

字
幕
機
能
を
使
用

Ｗ
Ｇ
が
立
ち
上
が
り
、
会
議
の
準

備
を
始
め
て
す
ぐ
に
、
ス
ペ
イ
ン
の

メ
ン
バ
ー
の
一
人
か
ら
メ
ー
ル
が
届

き
ま
し
た
。
自
分
は
聴
覚
障
害
が
あ

り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
で
英
語
の
字

幕
機
能
を
使
い
た
い
と
。
本
人
は
使

い
慣
れ
て
い
る
よ
う
な
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
日
本
の
参
加
者
の
み
で
、
字

幕
機
能
を
使
用
し
て
み
ま
し
た
。
英

語
自
体
の
良
し
悪
し
は
別
に
し
て
、

ゆ
っ
く
り
は
っ
き
り
話
せ
ば
、
認
識

す
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
当
日

は
、
苦
戦
し
な
が
ら
も
、
画
面
に
直

接
入
力
す
る
こ
と
で
、
み
ん
な
が
参

加
で
き
る
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

第
１
回
会
議
の
審
議
で
課
題
と

な
っ
た
の
は
、
主
に
調
査
参
加
者
へ

の
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
の

手
順
、
感
覚
障
害
の
あ
る
人
へ
の
支

援
、
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
で
の
匿
名
性
に
関
す
る
問
題
、
研

究
倫
理
な
ど
で
す
。
現
在
、
10
月
下

旬
開
催
予
定
の
第
２
回
会
議
に
向
け

て
、
規
格
案
に
関
す
る
コ
メ
ン
ト
募

集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

金
丸
淳
子

字幕付きオンライン会議の様子
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オンラインによる共用品・共用サービスの検討 経過

き
っ
か
け

共
品
推
進
機
構
が
編
著
と
な
っ
た

テ
キ
ス
ト
『
共
生
社
会
の
教
養
』
が
、

（
株
）経
済
法
令
研
究
会
か
ら
発
行
さ

れ
ま
し
た
。
き
っ
か
け
は
、
同
社
か
ら

の
「
サ
ー
ビ
ス
検
定
」
を
行
う
と
き
の

テ
キ
ス
ト
作
り
の
依
頼
を
受
け
た
こ

と
で
し
た
。

こ
の
テ
キ
ス
ト
が
目
指
し
た
の
は
、

「
誰
か
の
た
め
に
何
か
を
し
て
あ
げ

る
」
で
は
な
く
、
異
な
る
立
場
で
も

同
じ
方
向
を
向
き
、
誰
も
が
共
に
暮

ら
せ
る
共
生
社
会
づ
く
り
の
一
員
に

な
る
こ
と
で
し
た
。

書
籍
の
概
要

序
章
で
は
「
共
生
社
会
」
を
、
医
学

モ
デ
ル
と
社
会
モ
デ
ル
の
二
つ
の
違

い
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
障
害
の
あ

る
人
の
努
力
に
委
ね
て
き
た
医
学
モ

デ
ル
か
ら
、
周
り
の
モ
ノ
・
コ
ト
・

環
境
を
変
え
る
努
力
で
あ
る
社
会
モ

デ
ル
に
変
え
る
時
に
大
切
な
の
が
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
そ
の

取
っ
掛
か
り
は
、「
知
ら
な
い
こ
と
」

は
、
知
っ
て
い
る
本
人
に
聞
く
こ
と

で
す
。
こ
の
章
で
は
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
と

共
に
そ
の
こ
と
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

１
章
で
は
、
共
生
社
会
づ
く
り
の

一
員
に
な
る
に
あ
た
っ
て
辿
る
「
気

づ
く
」、「
知
る
」、「
考
え
る
」、「
行
動

す
る
」
を
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
て
紹

介
し
て
い
ま
す
。

２
章
の
「
障
害
と
は
」
で
は
、
作
業

療
法
士
の
小こ
ば
や
し林
毅た
け
しさ
ん
に
監
修
し
て

い
た
だ
き
な
が
ら
、「
障
害
」
の
漢
字

の
選
択（
障
碍
・
障
が
い
）か
ら
は
じ

ま
り
、
障
害
に
関
す
る
条
約
、
法
令

の
紹
介
と
共
に
、
障
害
、
高
齢
の
定

義
等
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

次
の
３
章
で
は
、
機
構
が
行
っ
て

き
た
「
良
か
っ
た
こ
と
調
査
」
で
、

障
害
者
、
高
齢
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
関
す
る
コ
メ
ン
ト
を
「
声

掛
け
」、「
説
明
」、「
誘
導
」
に
分
類

し
紹
介
し
て
い
ま
す
。「
良
か
っ
た
こ

と
」
を
、
誰
も
が
「
こ
ん
な
こ
と
、
当

た
り
前
じ
ゃ
な
い
か
」
と
思
う
よ
う

に
な
っ
た
ら
、
そ
の
社
会
は
共
生
社

会
に
入
っ
た
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

そ
う
な
れ
ば
、
わ
ざ
わ
ざ
「
共
生
」
と

い
う
言
葉
を
使
う
必
要
が
な
く
な

り
、
社
会
と
い
う
言
葉
の
中
に
共
生

と
い
う
意
味
が
含
ま
れ
た
こ
と
に
な

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

４
章
で
は
、「
よ
か
っ
た
こ
と
」
を
、

会
議
に
あ
て
は
め
て
紹
介
し
て
い
ま

す
。
紹
介
し
て
い
る
「
ア
ク
セ
シ
ブ
ル

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ（
み
ん
な
の
会
議
）は
、

既
に
日
本
産
業
規
格（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
）や
、

国
際
規
格
に
な
っ
て
い
ま
す
。

次
の
５
章
「
共
生
社
会
の
教
養
」

は
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
の
中
で
も
最
も

伝
え
た
か
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。調
査
に「
不
便
さ
調
査
」
と「
良

か
っ
た
こ
と
調
査
」
が
あ
り
、
前
者

は
マ
イ
ナ
ス
を
ゼ
ロ
に
引
き
上
げ
る

た
め
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
後
者
は
ゼ
ロ

か
ら
プ
ラ
ス
に
む
か
う
た
め
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。
同
様

に
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
マ
イ

ナ
ス
か
ら
ゼ
ロ
に
す
る
「
情
報
を
伝

え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
、
ゼ
ロ
か
ら
プ

ラ
ス
に
引
き
上
げ
る
「
意
思
を
伝
え

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
が
あ
り
ま
す
。

情
報
が
確
実
に
伝
わ
る
こ
と
は
大

切
な
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は

共
生
社
会
は
成
立
し
ま
せ
ん
。
そ
れ

に
プ
ラ
ス
し
て
意
思
を
伝
え
る
こ
と
、

意
思
と
は
思
い
や
感
情
も
含
ま
れ
ま

す
。
こ
こ
で
は
、
意
思
の
伝
達
を
は
ば

む
「
思
い
込
み
」、「
上
下
関
係
」、「
無

関
心
」
を
、エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ま
じ
え
て

紹
介
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
最
後
の
６
章
で
は
、
共
生

社
会
を
支
え
る
モ
ノ
や
コ
ト
を
64
種

類
紹
介
し
て
い
ま
す
。

初
め
て
の
経
験

今
回
初
め
て
、
共
用
品
・
共
用
サ
ー

ビ
ス
に
関
す
る
「
問
題
」
を
作
る
と
い

う
経
験
を
し
ま
し
た
。
文
書
を
書
く

よ
り
も
、
数
段
高
度
な
技
術
が
必
要

と
勝
手
に
思
い
込
み
、
な
か
な
か
「
問

題
」
が
作
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な

時
に
編
集
担
当
の
人
か
ら「
一
問
一
問

の
『
問
題
』
で
、
完
全
を
め
ざ
す
の
で

は
な
く
、
複
数
の
問
題
で
連
携
さ
せ

る
こ
と
が
重
要
」
と
の
ア
ド
バ
イ
ス

は
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
が
伝
え
た
い
こ

と
の
大
き
な
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。

星ほ
し
か
わ川
安や
す
ゆ
き之

『共生社会の教養』
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応用問題の正解は… 【事務局長だより】 星川安之

私が通っていた自由学園の高等科（高校）の数学のお
じいさん先生は、応用問題を解く楽しさを身にしみこま
せるように教えてくれた。

最高学部（大学）に進学後、学業とアルバイトの合間を
ぬって東京都世田谷区三宿にある重症心身障害児療育相
談センターを手伝った。肢体と言葉が不自由な脳性麻痺の
子ども達が、身体全体で感情を表現する姿に衝撃を覚えた。

ある日、そこの療育士がぽつりと発した「ここの子ど
も達が遊べるおもちゃが少ないのよね」という一言が、
数学の応用問題のように聞こえた。

この応用問題を解きたいと思い、玩具メーカーのトミー
工業株式会社の人事部を訪ねたのは大学３年の時だった。

「今は、障害のある子どもが遊べる玩具を研究・開発する
部門はないけれど、『そういう部署』ができるかもしれな
い」の言葉を信じ、試験を受け入社したのが 1980 年４月、
今から 41 年前のことだ。『そういう部署』は、入社した
年の９月１日、初代会長の富

とみやま

山栄
えいいちろう

市郎氏の三回忌、「これ
からは世界中の子ども達が遊べる玩具を作っていきなさ
い」との遺訓のもとに発足され、新入社員の私はそこに
配属になった。夢叶ったのは良いが、「障害のある子ども」
と「おもちゃ」、両方とも分からないことだらけだった。

はじめの１年は、分からないを分かるために、毎日毎
日、障害のある子どもの学校、施設、家庭を訪問し、「ど
んなおもちゃで遊んできたか」「どんなおもちゃは楽し
めたか・楽しめなかったか」「どんなおもちゃがあった

ら良いか」を繰り返し繰り返し聞いた。
初めの１年間で会ったさまざまな障害
のある子ども達は 1000 人を超えた。

ある療育センターでは手足が膠着、また
は震えのある脳性麻痺の子ども達が、市販
のクレヨンを必死に握って絵を描いている
場面に遭遇した。指導している療育士に「把手を付けるか、
クレヨンを球形にして持ちやすくするのはどうか？」とたず
ねたところ、「世の中の製品は、ここの子ども達に使いやすく
なっていないんです。だから、クレヨンにしても、障害のあ
る子ども達が市販のものを使えるようにする必要があり、そ
の訓練をするのが私達の役目です」との答えが返ってきた。

多くの子ども達と会った１年間で分かってきたのは、
一つのおもちゃで障害のある子ども達すべてが遊べるの
は理想だが不可能に近いということだった。

２年目からは目の不自由な子ども達のおもちゃ作りを
はじめいくつかの商品を世に送り出したが、1985 年の
プラザ合意の円高はトミー社にも大きな打撃をあたえ
た。『そういう部署』の活動を縮小せざるを得なかった
時に生まれたのが、「共用品」の発想だった。それは、
玩具業界に広がり、他業界にも広がった。けれども、「共
用品」だけでは学生時代に受け取った応用問題を解けた
とはいえない。今回特集したように、「共用品」と柔軟
な個別対応の「オーダーメイド」を合わせることで、正
解に近づきつつあると思っている。

共用品通信
【会議】
第１回オンラインE＆C会議（５月７日）
第１回ISO/TC173/SC7/WG7オンライン国際会議（６月14日）

【講義・講演】
武蔵野美術大学（オンライン）（５月７日、森川）
和光大学（オンライン）（５月25日、星川）
日本包装学会（６月11日、星川）
比較住宅都市研究会（６月16日、星川）

【報道】
時事通信社 厚生福祉 ４月27日 コロナ禍での困ったこと調査
時事通信社 厚生福祉 ５月21日 「ルール」って？
時事通信社 厚生福祉 ５月28日 95歳の時計店主
時事通信社 厚生福祉 ６月11日 パッケージの開封
トイジャーナル ６月号 26年目のバリアフリービデオ
トイジャーナル ７月号 市民で作る「人・まち思いかるた」

福祉介護テクノプラス ６月号 レコードが届けてくれる記憶
福祉介護テクノプラス ７月号 26年目のビデオ バリアフリー社会を
目指して
高齢者住宅新聞 ５月10日 レコードプレーヤー
高齢者住宅新聞 ６月９日 ロングセラーな炊飯器
シルバー産業新聞 ５月10日 時が蘇るレコード
日本ねじ研究協会誌 ４月 コロナ禍でのモノ（マスク）
日本ねじ研究協会誌 ５月 コロナ禍でのモノ（インターホン）
ど～もど～も ５月号 私の生き方と学び（インタビュー）
日経BP ウェブサイト 新・公民連携最前線　障害者や高齢者の声を
集め、出掛けたくなるまちづくりを（インタビュー）
致知出版社 致知 ７月号 世界を豊かにする『共用品』の発想

【出版】
経済法令研究会 『共生社会の教養～プラスのコミュニケーションで
すべての人が暮らしやすい社会をつくる』
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